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TAC 指導員は７拠点に29名配置され、業務内容は日常の TAC 訪問
活動に加え、専門的な出向く営農指導を実施しています。

備南施設茄子部会では、全国でも評価の高いブランド「千両なす」を
生産し優れた栽培技術を持っていますが、高齢化に加えて世代交代など
による技術不足が課題となりつつあります。千両なすは野菜販売高の２
割を占め、部会の存続と発展は JA 岡山にとってかかせません。

部会の皆様から受ける様々な相談の１つ目は、部会員の減少です。こ
こ40年で半分以下、ここ５年で21戸も減っています。品質を守るための

JA 岡山の概要
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様で高品質な農産物があ
り、「地域によろこびの
種をまく」をコンセプト
に活動しています。
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岡山県・JA岡山 備南営農センター調査役
※ 本稿は2024年11月に行われた TAC・出向く活動パワーアップ大会での発表より構成しています

 TAC の活動状況

 備南施設茄子部会の抱える課題
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作業負担の大きさと、高
齢化が大きく影響してい
ます。

２つ目は栽培技術の差
です。収量と秀品率で格
差が生じ、所得にも差が
出ています。

生産者からは収量が伸
びないなどの相談も受けています。

３つ目は環境の変化です。燃料代の高騰、特に冬場は加温で燃料を大
量に消費するため、「燃料代が経営を圧迫する」と相談されました。ま
た、病害虫管理では天敵を用いていましたが、温暖化によりハスモンヨ
トウが多発し、その防除のために強力な農薬を使用すると天敵が死滅し
チャノホコリダニが発生するようになりました。そのため、食害により
品質化が低下し、収入も減少しています。

４つ目は、千両なすの栽培をやめた方からの相談です。いままで部会
を支えてくれた中心人物から「まだ農業がしたい」と相談を受け、
TAC 指導員としてお応えしたいと思いました。

部会員の減少への対応は、受粉しなくても果実が大きくなる PC 種の
導入による着果処理の作業負担削減です。

栽培技術の差への対応としては、冬場の収量と品質が低迷しているこ
とに注目しました。多くの方はハウス内の温度を維持するために換気を
避けており、優秀な方の細やかな管理とは異なります。その優秀な生産
者からも「換気を減らすので冬場の収量はどうしても落ち込んでしまう」
と言われました。原因は光合成に必要な二酸化炭素の不足です。そこで、
冬場の CO2濃度を維持するため、CO2施用装置の導入を考えました。
また、ハウス内の環境の見える化が技術の見える化につながると考え、
環境測定装置「アルスプラウト」の導入を進めることとしました。

 課題の設定と対応について

部会が抱える課題
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環境の変化への対応としては、まず燃料代削減については使用状況の
分析を行いました。チャノホコリダニの食害については、今後の温暖化
の影響を考えると IPM（Integrated Pest Management：総合的病害虫・雑

草管理）にハスモンヨトウ対策を組み込む必要があると考えました。
生産を断念せざるを得ない状況への対応としては、地域に新しい息吹

が必要だと決意しました。

PC 種導入を部会に提案したところ「JA で勝手にしろ」と猛反対さ
れました。これは過去の大失敗などが影響していますが、新しい PC 種
であること、部会の今後のために必要であることを粘り強く説明すると、
一部の方から「しっかり試験しろよ」などと後押しされ、生産者５名と
試験を開始することができました。

収量と品質の格差については、冬場の収量改善に向け、CO2施用装置
の試験を実施した結果、11 ～３月の単収は３t 増加しました。ただ個人
差が出たため、原因を追究することとしました。アルスプラウトは温度、
湿度、飽差、二酸化炭素濃度などを測定できます。技術に優れる方の環
境と比較することで栽培管理の違いが明らかになり技術を見える化でき
るため、生産者に協力していただき、試験を開始しました。

IPM の見直しについては、天敵に無害な対策として交信撹乱剤が候
補に上がり、毎月実施している TAC リーダー会議で議論した結果、ハ
ウス内でも効果を発揮することがわかり、従来の IPM に交信撹乱剤を
追加することにしました。

地域の新しい息吹を考えたとき、過去の失敗から、地域に合う作物や
農業収入よりも携わる人たちの感情、楽しければ継続できることを意識
し、まずは消費者に、そして消費者から生産者に、生産者から宣伝者に
なってもらうことを考えました。人はだれかが「おいしい」と言えば食
べたくなり、食べておいしければまた食べたくなります。そして周りで

 作業軽労化と収穫量・品質向上について

 新しい作物による産地化
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栽培できていれば、自分も作りたいと考えるようになり、良いものがで
きれば広めたいと思うようになります。楽しければ友人、知人を誘うよ
うになり、継続も可能です。良い感情の輪を広げる取組みは、一人でで
きることではないため、同志が必要になると考えました。

産地化をめざす作物の特に重要なポイントは、「良い感情の条件を満
たし、輪を広げることができるか」です。そのため、消費者目線で魅力
があるか、生産者目線で栽培の負担はどうかを検討し、小玉スイカ「ピ
ノ・ガール」に決定しました。ピノ・ガールは、種まで食べることがで
きゴミが少なく、冷蔵庫に切らずに保管できるなど消費者目線でも様々
な魅力があり、200本作付けした場合でも１日平均２時間と作業負担が
軽く済みます。中四国に大規模な産地がなく、市場規模はモモと同様に
大きいことが決め手になりました。

果物王国岡山で地産地消をめざしてファンと生産者を増やし、将来は
大阪市場へ販路を拡大することを考えました。農業意欲も技術も高い生
産者や地域の有力者に目標を説明した結果、６名に賛同していただきま
した。しかし、だれも小玉スイカの栽培経験がないため、同志全員と圃
場を巡回して情報の共有を図りました。

つる回しや必要な資材などすべて１から勉強し、指導・共有を行いま
した。さらに輪を広げるため、この活動を多くの人に話しました。

新しい作物による産地化

 同志・勉強と経験・情報共有
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最初のピノ・ガールは大失敗に終わりました。味は満足いくものでし
たが大きさはバラバラで、市場の出荷基準を満たすことができませんで
した。そこで種苗メーカーで学び、反省会で議論を重ね、次は必ず成功
させようと話し合いました。同志からは「産地化をめざし次年度も一緒
にやろう」「記録から収支まで開示するから活用してほしい」と言われ、
次年度の成功のために防除基準、施肥設計、栽培の要点、収支計画を準
備しました。さらに、ピノ・ガールの魅力を知ってもらうために内販も
しましたが、直売所では「小玉スイカはおいしくない」といった先入観
も影響し、ほかのスイカより安くしないと売れませんでした。

２年目に備え、改めて生産者を増やすために何が必要かを考えました。
「作ってみたいけど不安だ」という気持ちに応えることがテーマです。

まず、栽培に関する様々な資料を用意し栽培講習会を実施しました。
営農センターの職員も影響を受け、ピノ・ガールに興味津々になり、全
員に生産者募集へ力を貸していただきました。

また、直売所で安売りしないと売れなかったため、小玉スイカでもと
てもおいしいということや、ピノ・ガールならではの魅力をメディアを
活用して積極的に PR しました。その結果、信用窓口に来られた方から

「ピノ・ガールを売ってください」と言われることもありました。
販売先として、大阪市場には取組み前から相談していましたが、まだ

まだ生産量が足りません。そのため、地産地消を目標に、岡山市場２社
と交渉しましたが、１社からは一度断られました。その後も生産規模拡
大や PR 活動を続けたことから認知度や需要が高まり、今度は市場から
取引してほしいという要請があり、岡山市場への販路を開拓することが
できました。

千両なす栽培では、作業時間を328時間削減することができ、生産者
から「ほかの作業に時間を回せてしっかり管理できる」と喜ばれました。

 PR 活動と販路開拓

 取組みの結果



営
　
　
農

経営実務 ’25  12 月号　69

収量と品質について、単収３t の増加、秀品率は8.7％改善することがで
きました。また、見える化によって燃料の無駄使いや生育不良につなが
る環境がわかったため、改善に向けて指導していきます。そして IPM
の見直しについて、交信撹乱剤のコストを懸念する声もありましたが、
作業負担軽減など理解を得ることができ、試験を実施しています。

地域の新しい息吹であるピノ・ガールは、ファンが増え岡山市場も確
保でき、生産者は83名に増えました。販売単価は前年比151％と向上し、
直売所ではすぐに売り切れる人気商品となっています。仲間が増えたこ
とでライバルとして意識し合うことが楽しい、このような輪が広がり、
栽培面積も広がっていくと確信しています。実際にお試し感覚で栽培し
ている方からも「来年は面積を拡大する」という声も上がっています。
そのため、一定規模の産地化は現実味を帯びてきました。

千両なすの PC 種の試験では単収の増加が確認できました。PC 種の
種は全農や種苗メーカーに働きかけ、来年からは部会への本格供給が可
能となりました。生産者も待ち望んでいますので、さらに単収の増加を
めざし、今後も備南施設茄子部会を支えていきます。

ピノ・ガールは二期作に挑戦しています。夏は苗がないため、JA の
育苗センターで育てたものを無償提供しました。秋収穫でも成功するこ
とができれば、さらに輪が広がるものと考えています。また、他地区で
も栽培を始められる方が
います。ピノ・ガールの
産地化に向けてさらに輪
を広げていきたいです。
これからも備南地区の農
業と農業者を支える二本
柱として、千両なすとピ
ノ・ガールに取り組んで
いきます。 今後に向けて

 今後に向けて




